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司 会 藤 岡 事 変
行動にみられる韮長類のコミュニケーションの進化


























司 会 春 原 志
斑立二足捗行の近田について 市田 守･波辺















































































































































































河合雅雄 ･三戸サツエ (京大 ･詔技研)
2.給餌による採企行動の変化
木村光仲,北野和彦 (京大 ･瓜 ･瀬林生憤)
3.サルのtn･動と爪虫のRm糊






森 明雄 (京大 ･班 ･動物)
総合討論
映 岡 (1)ニホンザル その郡れと生恐く35分)
(2)串爪の7!Yれでみられた穴珊性行動(25分)






野沢 誰 (京大 ･霊長研)
総合討論
座長 究 滋 (京大 ･霊長研)
9.串良における研究の進め方について
(文Tl･河合雅雄)
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インド亜大陸における晴乳類相の
変遷と地史
砥血眼仇:亀井節夫氏 (京大 ･理･地質)
捌 日:1972年3月11日 8:30-10:30
参加者.'15名 (所員および共同利用研究員)
世話人 :インド勉強会
先tn.インド北西部から中近東にかけて地質･考古学
的m丑をされ,帰国された亀井節夫氏を招き.表記のテ
ーマで小研班会を閃いた｡霊長叛の進化,とくに人数の
起原を論ずる際に,避けて通ることのできないインド亜
大陸およびその周辺の地質学的変遷と,シワリク丘の地
史および哨乳類相の変遷について講演と討論がおこなわ
れた｡なかでも,シワリク山土の Hominidae化石と
Cercopithecidae化石,その昔生態と古相生等に話題は
袋申した｡
当研究所に未だ尋問家のいない古霊長矧 こ関しては,
｢勉強する｣という段階のものであったが,世話人の予
想を上まわる参加者を得て,有意義な研究会であった｡
(文安 杉山串丸)
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